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　大
規
模
な
津
波
発
生
を
想
定
し
、

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
自
宅
等
か
ら
安
全
な
高
台
ま
で

避
難
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　避
難
時
は
「
火
の
始
末
」
や
「
戸

締
り
」
に
も
注
意
。
訓
練
終
了
後
は

「
避
難
経
路
の
危
険
箇
所
の
有
無
」

「
避
難
時
間
」
「
家
族
と
の
連
絡
方

法
」
な
ど
に
つ
い
て
家
族
や
地
域
で

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　海
岸
か
ら
離
れ
た
津
波
浸
水
想
定

の
無
い
地
区
で
は
、
「
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
」
や
災
害
に
備
え
た
確
認
を
。

　

※

詳
し
く
は
広
報
お
お
い
そ
11
月

　号
と
同
時
配
布
予
定
の
水
色
の
チ

　ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
表
面
は

　訓
練
の
流
れ
等
、
裏
面
は
地
区
ご

　と
の
い
っ
と
き
避
難
場
所
等
が
記

　載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く

　だ
さ
い
。

津
波
避
難
訓
練
を
実
施

11
月
14
日
（
土
）
９
時
〜

午前９時　防災行政無線で
　　　　　緊急地震速報を放送
　　　　　　　　▼
　　　　　 安全確保行動
放送に合わせて各自で
「まず低く→頭を守り→動かない」
の安全確保行動（シェイクアウト）を
実施。
　　　　　　　　▼
　防災行政無線で大津波警報を放送
　　　　　　　　▼
　　　高台などへ素早く避難！
（可能なら隣近所に声かけをして）
　すぐに近くの高台、地域で定める
「いっとき避難場所」へ避難。
※各地域のいっとき避難場所は配布チ
　ラシの裏面に記載されています。
※津波浸水想定の無い地区では、放送
　に合わせてシェイクアウトや避難場
　所、家族との連絡方法、備蓄品の確
　認を。

問
津波避難訓練　配布チラシ一例

防災行政無線の全国一斉試験放送を実施

宝くじの助成金によって、
地区に消火資機材を整備

〈裏面〉 〈表面〉

※津波浸水想定の無い地区には回覧でお知らせします。
※地区によって、広報おおいそと別配布になります。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に国からの緊急情報を伝える全国瞬時警報システム
（J-ALERT）の動作確認を行うため、国から送信されるデータを使って試験放送を行います。
▼とき　　　11月25日（水）11時頃
▼放送内容　「これはテストです、（３回くり返し）こちらは防災大磯です。」
※全国一斉に試験放送が実施されます。（試験放送前に事前放送します。）
　なお、天候等により試験放送を中止する場合があります。

　コミュニティ助成事業により次の消火資機材を町
内24地区に各１台ずつ整備しました。
・スタンドパイプセット
・スタンドパイプセット用二口給水栓　　　各24台
（うち19台はコミュニティ助成事業により整備しま
　した。）
　これらの資機材は、地域の防災訓練を通じて、大
規模災害時には地域の初期消火に役立てます。
　なお、11月７日（土）にはスタンドパイプを利用
した放水訓練を大磯中学校及び国府小学校で実施し
ます。

簡易トイレを
寄贈していただきました

　小田原市の山岸株式会社様より、簡易トイレを
寄贈していただき、避難所等の防災備蓄倉庫に配
備いたしました。
　ありがとうございました。

【寄贈物品】
どこでもトイレ（簡易トイレ20回／箱）…102箱
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一般的な訓練の流れ


